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本 邦 産 ベ ニ ヒ カ ゲ 群 の 再 檢 討

鳥　　拒｝　 正 　　名

Re▼ision　of　Erebia−niphonica−group　occ 麗rr葦ng 　in　Japanese　Empire．

TRII −MASANA

　 我 が國に て 最近 べ ；．ヒ カ ゲ中 Eteha 　 niphOnlca と稱 へ られ て 來た原種は 砌究 の 結果實

は 粗異な る 2 亞 種 で あ っ た ， 現在迄 こ の 2 亞 種 は 全 く誰か らも疑 はれす E．niphonica で

通 つ て 來た の で ある が 筆者は 最近相當差異あ る もの と考 へ 研究せ る 處果 し て 明 らか に 外觀

及 e ・g面 talia に て も紗著 鴬壽異が 見 られ こ N に之 を別 亜種 と して 横 く一般 に 牽表 す る こ

と N な つ た 。叉 こ S に 今迄 多數の 型 に．區分せ られ泥 沌と して ゐた本 べ 鼠 ヒ ヵ ゲ群 を墜理 し

よ う と思ふ ，今後 の 研究 の 少 い ヒ カ ゲ テ フ 科 に對する研究の 御參考 と もなれ ば 幸甚で あ る ．、

　本文 を公す るに 當 り日頃御高教下 さ る 柴谷篤弘兄 ， 叉 本研究 の 爲積極的協力 をして 呉れ

た 兄岡田慶夫に 訪臆 を表 す る次第で あ る．

　　　　　　　　　Erebla　niphonica 　JAHSON ベ ニ 匕 カゲ

　本 種 は 本群 の 模式種 で あつ て
， 本群中他種 と の 區 別點を擧 げ る と ， 外觀に 於 て は 形 は 本

群 中最大で ， 前翅柿色紋 は 短 小な る 傾 向を有 し， そ の 内 に 存在 す る 眼袱紋 は大 形 で 叉 稀色

絞 の 色彩は 他種 に 比 して は 赤色 を帶び た濃色 を呈 して ゐ る．

　δ
一genitalia に於け る 特微は ，　 valva 尖端は數簸の 鋸状突起が ある ． こ れ は本種の 後述

の F．n ．　okadai と異 る と ころで ある・ 叉 valva 尖端等に ある鋸歌突起の 切れ込み は き は

め て 大 き く切れ込ん で ゐ る の も E．n ．　okadai に 比 して の 特色で あ る．　 va 】va の 中は他に 比

し
一・般 に 廣 い ・交尾器 に つ い て は 後に 揚げた圖 を參照 された い ．分布 ； 樺 ， 北 ， 本．

a ）　Erebia　 niphonica 　JANSON

b）　 E ．

c ）　 E．

d）　F．

e ）　 F ．

n ．

r】．

n ．

n “

1932 ； Erebia 　sedakovii 】±iphonica　JANSoN
1943 ： Erei・ia　niphoni ；a　JANSoN

　先 に 述 べ た如 く本屬に 對す る研究 が低調 な爲特に本原種 に 對 する 圖示例 は 上記位 しか 見

営 らな い ．本種 は Jansonに 依 り淺間 山 の 標本に基 き記載され た も
・1）で

， 土 記囲示 例に 用

mikuniana 　 NAI （AH ．4，R ．S．

scoparia 　　BUTJER

sakae 　　 TORII　 （後逋 ）

okadai 　　 TORI 正　（後述）

　　 a ）　Erebia 　niphonica 　JANSON

　　　　　　　　 〔内 田〕　日本昆 蟲 圖鑞，p．884 ； g

　　　　 〔鳥 居 〕　こ ん ち ゆ う Vol．工，　No ．3，　p．55，産〕1，3
，
　fig．14 ； δ
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ぴ られて ゐ る學名 の如 く以前 は ア ム ール
，

ア ル タ イ 地 方に 分布 ず る sedakovii の 亜 種 と さ

れ て ゐ た ．本 原種 つ 分布は上信國魔 ， 八 ケ ・
lrl

：地 b
’
で あ る ．本原黶 は niphonica 中開張去乏も

・∫・ さ く， 又 後遶 の 新種 E．n．　 okadai とは 比 較的舛覬は 近縁 で あ る ．　 s −geni亡alね の valva

を親察 し て 見 る と 前 逋 7）如 く巾は 狹 い ， 又 切込み ：よ本驕 として は 比 鮫的低調な方 で あ る ．

genitalia に つ い て は 附
’
［岡を參照 さ れ た い ．

　　　　　　　b）　Erebia 　niphonicn 　mikuniana 　 NAK △IIAKA

「9壬鷺 ： E ：，：1｝ia　 ni．溢01〕icユ mikullia
・
la　N 、tH 　VI ．t　〔中 東 ｝　昆 虫 界 　Vol．10，　No ．　 LOI，　p工．　L

19
〔3 ； 〕伽 ｝1込 1iiphonT ：a　mikulliana 　NAI 〈，UH 　U 〈L　〔傷 腎〕　こ ん ち ゆ う　Vol ，1

，　No ．3，　pl・3，

　巾原和郡氏に依 り記 戟さ れ た 關東三 國
’
封附誕至上越國覽地 方 に 分布す る 亞種 で あ る ．原 腫

との 差異 は 原種に 比 し二／〈形 で 前翅肺色紋 は
一層濃色で 69 共 外縁 部 に 凸凹 が あ る，

　 δ 一genitaliaの valva 原緬に比 し極 め て 差異あ り，
　 va

瞿
va 尖端 ア）鋸状突胆 は そ Z）數多 く，

そ の 基 擴寄 りの 隆起祁の 突起群は前述原種．こ比 して そ の 數少 く， 又 切込 み は深 い ． valva

の 巾は 極 めて 匿 くなっ て ゐ る．

　　　　　　　 c ）　Erebia　niphonica 　scoParia 　BUrLER

U）03 ； E ．’e「］i・1s 。〔1ω vii 　 EVER 弓　〔宮島 〕　日 本蝶類 ［埀ii挽　pL ／5，　 fig，　tt），

IL）：l！　： E ．
e卜il　sedacovii 　EN

「ERS 　　〔松村〕　　日 本昆 tiiノく匪珂鑑 　　艮）・　490

D33 ： E，’e
』
〕h 　 sedacovil 　 stop ．uia 　BUTLER 　〔

」F山〕　蝶 類 圖譜　pL　 14 ＆ 15
， δ

U）43 ： Erebla：iiphoiiica − 一 　〔鳥居 〕　こ ん ち ゆ う　PL 　3
， δ

　 本 1雛置 1・ま北 海道 に分布する もの で ， 外形は前記 subsp ．　mikuniana に 柿色紋短小 な らざ

る 以外極 く．近縁だ が geIlltaliaで は全 くか けは なれて ゐ る．　 3 −genltaliaの valva 尖端 は

本種 中最 もか け は なれた もの で ， む しろ別腫 Z）感が あ る ． こ の 蝶 を何 處に所
’
甓せ し む べ き

か ， 又獨立 した種 とす べ きか ど うか 等 少 し迷 つ た が．今回 は 差當 り niphonica 　 scoparia と

し て 落着か せ る 事 と し た， valva 尖端は 今迄逋 べ た niphonica や lnikuni 勘 a 等 に 此 して 極

め て異 な り． 尖端据状突鼈は前遞 亞種が valva の 方向に 向 い て ゐ る に 反 し， す べ て 内側

に 曲 つ て 向い て 居 り， 尖端部外 側 は角張 つ て ゐ る．基部 よ りの突 胆群は最 も異 つ て ゐ る所

で 極 め て 隆 起部は突 出 し， そ の 先 に 叉 大 きい 切込 を有す る 爲實に 奇異 な感 じを與 へ る．叉

彎曲部 に 他亜種 ［）如 き多數 の 小突起が な く，
一個 D 大 き い 突起 を有 し て ゐ る だ けで あ る ．

　　　　　　　 d）　Erebia　niphonica 　sakae 　subsp ．　nov ．

／937 ： Er 。bU 　 sed コlcっvii　 scoparia 　BU
「
rLER 　〔堀 ・玉 貫〕 樺 太昆 虫 誌　P・125

，
　 pl・3，　fig．1，9

］913 ： Rebia　niphoni ：a − 　〔鳥岩〕　こ ん ち ゆ う VQI・1，　No ．3
，
　pL　3，　fig．15，6

　 本 亜 穢 に對 し新名 を附 せ る の は ， 北海道産 と同亞樋 な らざ る事が判明 L ，
scoparla は本

亞 種名で な くな り， 過去O 記 碌をさが した と こ ろ sachalinensis な る 亜 種盛が ある が ， 之

は Erebia　ligeaに も 9．　arhalinensis が 先 に 亜 蓮 名と して 附され て 居 り， 之は homonym と
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して 伊庄 しな vaか ら， 結局木 弼 亜1こ對 ず る 名稱 ドな い の で ， 上 記 亞 種 呂を1岨父の 名 と， 動

員 に協 こ 於け る．製作發動雙名 、こ因 ん で 提唱 す る事 と した ．

　扱 イ畷 ｝1睡 Z） scopari ・a と異る斫殳口何 一 最 も顯 博な る相異は S−gen ［tali乱 の valva 尖端 IC

於 て rcoparla と 奈 くか け は な れ
， む しろ本 州 の mikuniana や 原種 に 類 似 して ゐ る ，ひ よ

とす る と大 陸 麹 ），ll腫 1）動 防 糞 ま錐 咽 鄭 もしれ強 ．ぼ ・ a　O 尖猯ま原種 ）：嬋 mlkunlana

に 比 し巾1よせ ま く， 彎曲部生突 起な く， 陸 胆郊 Z）突 旭群は きは め て 切 込が 大 ぎい ．外親 ば

比 較的北海1首崖 に 似て ゐ る．形 は mrikuni ．tna 　 lこ比 し小形 〔3あ る ．

　上 に の べ た nl．ph
’
）nica の 唱ψ意：こ つ い て まとめ て 見 る／rir− c しよ う． 先 づ分布 卜也

．
よ八 ケ 岳，

淺 濶山， ．L越鞄方，
．1匕海溢， 樺 オくで ｝ 地 理的調 系の み か らで な く一般 環低咆 に分布ずる 全1

體を表に まとめ る と ： 一

外 　 　 　 　 槻 交 　 　 　 　 　 　 　 　 　 器　 　持

　　徴i臣

名
開張

郷 色紋

形 訣

柚色紋

色 彩

val ワa

尖 端
突 起

彎、1睡部

突 起 突 起

隆起 部

の 誤 変

v
・
ILa

の 幅

分

布

地

原 　 種 小
比 較 的

炬 小

比 較 駒

淡 色

V ユlvaと
同 方 向
へ向 （

小 形の

も の 多

數

切 込

小 さ し

祖 曽

膨れ る
縦 し

八 ケ 岳

淺間 lrl

mik 田 ／iarla 最 大 短 小 濃 色 1司上

｝一　

岡 ヒ
　 切 込

比 較 的 大
同 上 　 太 し

；

三 國 山

上 越
　　　」．广

sc・P ・r∫a 大

短 小

な らず
濃 色

内 方 へ

向 く

　．．．

大 形 の

もの 一
個 り み

　　 ．一．．．

　
．
切 込

麺 め て 大

　　 一

著 る し

く突 出

一一

細 し 北 海 撹

一一一

s ユhe 小
短 小

な らず

比 校釣

淡 色

　 解
valV ユ と

「「1亅方向
へ 向 く

な し 同 上

比 較 的 大

き く角張
り突 閏す

細 し 樺 太

ok ユd 亘 爽 　項　參　照

とな り， 今後 こ の 樣 に 分類す る の が 通常と思ふ 。

　　　 e） Erebia　niphonica 　okadai 　subsp 　 nov ． （新亞 種）

　今迄 ベ ニ ヒ カ ゲ と し て 取 扱 はれて 居 た 日本 ア ル プ ス 等 、こて 探築 され る べ ：一ヒ カ ゲ は交尾

器研究 の結果， 全 く淺闇 7 三 國山導産 の ペ ニ ヒ カ ゲ とは 別亜 陲で ある事が判明 した ．

　即 ち S −geni亡alia 尖猯 D 　mikuniana や niphonica 等 1τ 見 られる鋸状突胆膵は 全 く認 め

られ な い
， 之は 本 種 D 最 も特 澂とす る所 費あ り， 尖端 ま鋭 く尖 り， 基部寄 りの 隆起 鰍 よ前

諸亞 麺に見 られ る如 く突出せ
『
許， 少し く膨 らん で ゐ る程度で あ る．叉 valva の 中は極 め て

細 い の が 本亞 腫 S　−genitaliaに方全ける特澂 で ある．（外觀 に つ い て は 後述 ）
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　か くの 如き變異が 見 られ る の で 今回弛亞 種 と區別する事 とな り， 學名は本亜種 に翻翫す

る もの て 過去 に於け る 分歎學土 の 埋位を有する もの な く， 依 つ て こ L に兄 岡田慶夫に 因ん

で 上記 の 新亜 種名を 附 し た．

　 本種 は先に も蓮た如 くgcnitalia¢ 顯著 なる嵳異に依 り氣亜種 と した の で あ る 、6 −genitalia

を檢 す る と，
valva の 巾は きはめ て 細 く， 尖端 の 鋸 り駿 起親 な く， 尖端は 尖つ て ゐ る．又

それ よ り綾 く轡曲部 は數個 の 突起あ り．叉 その 下 の 陦起は 1・iph。 nica の 如 く一IJI形 が高 くは

な い ．隆 起部 の 染起は 頂煮が大 き く大形 で 數は 少 い ．外觀 に 於 て は 一ttlC小形 で
， 柿色紋

は比 較的縱に 長 く， 中の 眼猷紋は 比較的小形 で ， 祉色紋の 色彩は 前亞 種等 に 比 し著 る し く

淡色（赤味 を帶ぴす）で あ る．HI繃 1絞の 出ζ數は 少 く，
　 mikuniana 等が 多數出る 傾 向 を術す

る k 反 し， 本亞 種は 多數 の紋 を有する 型 が 稀 f’ある．

　 HolOtype ： 6　 日本 ア ル プ ス 常念揺 ， 7−viii−1942 　鳥居採藥並 に 侭存．

　AIIotyPe ： ♀　 日本 ア ル プ ス ー ノ澤， 6−viii −1944　岡臼慶夭採型
’
， 島居保有．

　 Paratypcs 　i 日本 ア ル プ ス 上 高 地 附近 ， 36 ， 19

　　　　　　　　　
「’
　　 常念岳・　　 工5 δ 6s　 399

　　　　　　　　　
”

　　　槍澤 　　　　106 δ， 　399

　　　　　　　　　
s「
　　 立 山　　　 18

　　　　Erebia　neriene 　BOBER （♂−genitalia）

　　　　　　テ フ セ 冫 ベ ニ ヒカゲ 　（S 交尾器 ）

　以 ヒベ S ヒ カ ゲ の 諸亞 種 に つ き詮明 した が
， 既に 別 種と され て ゐ る テ フ セ ン ベ ＝ ヒ カ ゲ

の 6 −genitaliaを読明 して 置 こ う．

　 E．neriene 　B ．の 交 尾器の 特徴は valva が niphonica と okadai の 兩特性 を象 ね て 居 り，

更に異 っ て ゐ る 點 で あつ て 尖端部は okadai の 如 く尖つ て は 居 らす ， 數個 に分岐 して ゐ る

が nfphnica の 原種や mikuniana の 如 く大きな鋸鏃突起か 數多 く存 ぜ す，
2 個 の 大突起 と

2 個の 小突起か ら域 つ て ゐ る．下部突起謂 に 至 る彎曲部に は 多數 の 突起が ある ．隣起笶部

起群は その 形か ら云 へ ば E．n ．　sakae に 似て 切 込は 大 きV ・が 數は きは め て 多）・ ．　 valva の 中

は 狹 小 で あ る ．

　 neriene の S　−genit　aiia の 形从か ら制 斷する と neliene は okadai 他の niphonica と の

中醐に位 する称で あ る もの と思は れ る．或は niph 。 nica に 含まれ る か もしれ ぬ ．

　　　　　　　　δ一genitaIia 總 設

　各種 6 −genitaria の 特色は各種毎に そ の 特微 を記 して 見た が ， 再 び 之 を綜合 し て論 じて

見 よ う．
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　 5 −genitalia の 本鸚待に 本 悌中Z）各捶 を判別 ずるに當 窮　最 も特色あ る の は その 尖端で

あ る ．そ の 下 方 の 隆起に於 け る突起 詳は 比 較的近似で ある が 之 も比 較的面白い 面 が 見られ

る．次 に valva の 申で あ る が之 は一部 D もの 1）み に特色 を有する もの で あ 蛎 　他の もの

は 大鱧一
致 して ゐ る か らそれ程論する 必要は ない の で あらう．

　こ L に 交尾 器
一
覽表 を作 る に當つ て 各部 名稱 に 就 て こ L で は 便宜 E下 記 の 如 く定 め る．

尖端突起群 ： valva 尖端 Z）突起 膵．　　　 va 蓋va 隆起 ： 彎 曲部下端寄 りの 隆起 ・

彎曲部 ： そ の 下方 Z）彎由娘を書 く部分．　 隆旭駆突腥 ； valva 隆起 F．の 突起 ．

彎 曲部突起 ： そ の 線．LD 突起．　　　　 山形 ： 隆起 り 皰線

幅 ： valva の 幅．

隆 起 の あ る 方を内側 ， ない 方 を外側 と呼ぷ ．

＼

＼ 、　　　 矚
名　　 丶

　 　 　 ＼
丶 　 　種

區刑 箇所

’
＼ 多

EREB 亙A

niqhonica
neriene

他 の niphoniCa okrd
・U

尖 端 突起 群

尖 端 は 數 個 の 突 起 を 有

し概 ね vai 臓 の 方 向 に

突出，

尖端 は 分 岐 せ ず
一
箇 で

尖 が り稍 内 側 に 向 く．

少數 の 突 起 に 分 岐 し

v ・エlva の 方 向 に 向 く．

彎 曲部形 朕 ・・erlene よ り 突 起 少 し． 突起 少 し． 多 數の 突起 を有 す ．

隆 起 部形 腴
隆 起 著 る し sc ・ P ユ ria の

如 く突 出す る もの あ り ．
突 超 少 し． 祖 當 隆 起 す ．

幅 他 の 2 種 よ り廣 し． 狹 し． 狹 し．

突 起 の 形 肌
切 込甚 し も 特 に 5akae

scOP 癩 a 著 る し．

突起 の 頂 角 大 に し て 大

な る突 起 を形 成 す．
前二 者 の 中 間．

べ 昌 匕 カ ゲ 群 の 分 布 考 察

　今迄述 べ て 來た べ ’ ヒ カ ゲ群 Z）分布と各亞 種 の 傾向を考へ て 見 る と， 相 當面 白 い 問題 が

ひそん で ゐ る．こ S に t の 問題 を取扱 っ て 東北 日本 D 生物地理的考察 を少し く行 つ て 見 よ

う．併し大陸 との 關係等に て 比 咬的未 知の 面少 なか らす， こ Sで 扱ふ こ の 問題 ぽ決 して 完

全 な もの で は な く， 今後の 研 究 に まつ 所大で ある．

1） ベ ニ 匕カゲ群の 分布限界

　本群中k？；C 内地 に分布する 2 種 ア）分布 を見 る と， 本群の 分布限界線は か つ て 新 付太朗氏

が
“
　Zephyrus ”

vol ．8，
　PP．122，に 於 て 提唱 された Luehdorfia 線に概 ね一致 した と こ ろ

が あ り．實に興康津 ftた る所 で あ る．肯飛彈高原 ， 加賀白山等 は未調査 で ある の で今後こ

の 方面 の 蝶相が 明 らか に されば一暦は つ き りす る 事 と思 ふ ． こ の 方面 の 調査が 切望 される．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Lepidopterological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Lepidopterologioal 　Sooiety 　of 　Japan

／6 日 本 鱗 翅 ほ　’｝」曾 會 報 〔v 〔1．　1

2） niphonica 　と okadai と の 分布境界

　 n ｛pbonica と oki，　dai との 介詐境界線 を考察 して 見る と， か つ て 尾池一漏氏 が
厂「
關 西 f正．

虫學禽 々 報
t’

vol ．10，　 P．14，に 提 唱 され た 生物學．．ヒ¢ ）糸魚川一靜岡 ラ イ ン と E ．　 NAUMAN

の 提唱せ る 地 質學上 の FOSsa　 M 三191｝a と一致す る の は 質に奥味深い 事で ある ．

3）　niphonic ：a　と　niphonica 　 scoparia 　との 拷驀係

　前 に 廈 々 逋ぺ 喪如 く niphenica と nlphon ｛ca　 sccparift との 醗．係 は特に交 尾器 ｝こ て 菰當大

きな變化 を有 して 居 り， こ x に も分布學一ヒ相當大な る 階：題が ひ そ ん で ゐ る様で あ る が ， 未

だ奥羽地 方の べ ；一ヒ カ ゲ の 調査が 不充分 な る欝 ， 同地方 の もの を充 分研究 した結梁之 を論

じよ うと思ふ ，之が 剽れ ば ，
ブ ラ キ ス ト ン 線が 如何 な る もの か或 程度 の 乎掛 りに な る か も

しれ な い ．

4） 八 田ライ ンと niphonica 　scoParia − niphonica 　sakae との關係

　s⊂ oparia と sakt
’
e との 相異 の 著る し V・專、は す で に 逑 べ たが ，

　 sak 臼e ガ大 陸に原種をイ∫す

る種で n ｛phonlca に 屬 さ な v ・ と い ふ 事．に な る と ， 八 1「1ラ イ ン と ブ ラ キ ス ト ン ラ イ ン の 優劣

開係に
一

つ の 賓料 を提供 し， ハ 田 ラ イ ン の意義は 和當重 大 となつ て 來る。

　niph ・ nica の 北の 方の各亜 種 と各産圸 に 方きけ る各種 の 匿題 を今後 充分研究 して 再 び 1淪じ

て 見た い と思ふ ，

　　　　　べ ＝ 匕 カ ゲ 群 の 舉 名 表

上 述 して 來た 結果 を ま と め る と， 本邦塵 べ ＝＝ヒ カ ゲ群 の 學名 と分布地 は 下 記の 如 くなる．

　　　　　　Farnily　： Sat．−r｛dae

　 　　 　　 　Genus　 ： Erebia

　　　　　　Group　： Erebia−niphoni 〔a

la）

b）

c ）

d）

〔e ）

f）

Erebia　 niphonica 　　JA居SoN 　rl877）

E．　　 n ．　　　 mikuniana 　NAKAHARA （lg42）

E．　　 n ．　　　　 scoparia 　　 BUTLER 　　　（1881）

E．　　 n ．　　　　 sakae 　　　 TORII 　　　 （1945）

E．　　 口 ．　　　　 doii　　　　 NAKAH 、、R ム （1926）

E．　　 IL 　　　　　okada 王　　　
「
10RII 　　　　（1945）

本州

本州

北海迸

樺太
　 　 ※

千島〕

本州

2）　Erebia　 neriene B6 亅・；ER 　 （1809） 朝鮮

※　本亜 龝に つ い て は 標本 を所有せ ざる を以 て 一切言 及ぜ す．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　結 　 　　 　言

　以 上新亞 睡を含む本邦 EreLia 膩中 niphonica
−group の 6 一呂enita 】ia を主 と して の 耳彰ユ

：li「

を完了するが ， 文司1に も蓮 べ た如 く， 種 々 今後に殘 され た岡題 もあ り， 筆者 も今後弓
1

紙き

研 究 し， 之 を究明 しよ うと して ゐ る が ， 何分相當多 くの 問題が あ り， 材抖 も、鬯ふ 横 に集 ら

す仲 々 困難で あ る．談者諸氏 も本問題 を研究され， 筆者に 御叱正 と御鞭撻下 さ らん事 を籾．

願 ひ し丿 又極 力御
’
協力下 さ らん事 を望ん で 本論文 を完了す る 事 とする．

〔次頁附圓読明〕　Fig．1 ；
E ．　nipheniea （八 ヶ岳塵），　 F 「g．2 ； niphcni ⊂a　m ／kvniana （三 國

山 盗）， Fl9．3 ；E ，・ ipl・enica 　 fc ・Fa ・i・ （北淪逮塵），
　 Fl9，4，；E ．　niph ・ nl ・・L　 sakae （樺太耐 ，

F19
’
5 ；

E．　niphonlca 　 okad 託Li （t：1本 ア ル プ ス 薩）丿
Fi9．6 ；E．　neriene （磬鮮颪），　 Flg．71

E ．ligea　takanonis （日本 ア ル プ ス 礁）．の 各・valva 尖端 を示す 。

　〔追記〕　 目下 研
．
究 を繼繽 し て 大 部改め る べ き點 も發見 した，豫告 發表後一

部改正 した の て 夊 體 か 凱

　　 調 に な つ た 事 を御 詑び す る次第 で あ る．更 に 諠 々 研 究 成果 を發 表す る 豫 定 て あ る．
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